
英語教育VL.:J託ける nonvertaユC位四nica七ionの意義

藤田正春

はじめk

t 生きた英語を"というスローガンが英語教育の分野K掲げられてから久しい。ォーラノレ・メソ

ッドやオーラノレ・アプローテ左どの教授法が導入され¥ 「外国語を理解し表現する能力を養い1 言

語K対する意識を深めるとともに1 国際理解の基併をつちかうJ ため[久生きたことばとしての
① 

音声をその中心K据えるという考え方は1 現場でもかな b定着してきたよう K思えるO テープレコ

ーダーから流れて〈るネーティ Tザスピーカーの発音を真似ょうと、ポーズの向K学習者が声を出し

た仏教授者の後について重要構文を何度も発音するという光景は1 主として中学校の英語の授莱

の中では標準的なものであろう O

確か(![¥学者j者J士、日本語Kない音を口にしたb日本語とは全く臭覚左文の組み立て方 (ζ接する

なかで、自分の身につけている言語と趣きを異托する外国語としての英語を意識するであろう O し

かしながら、その段階K留まっている峡 .!J¥英語は¥学習主体から離れた所K存在するだけで、こ

とばとしての消撞的な意味しか持ち得ず、人間が集団を形成していくなかで使用するコミュニクー

γ 沼ンの道具としての ζ とば、そして感情の発露としてのことばという意味あいは、全〈薄れてし

まっているといってもよいだろう O

生きた英語を教えていこうという方向を目指す限れ M 対人間コミュニクーション PV一要素

としてのことばという位置づけを、教える{sI/Jが、/;;1フき Dと確認し、例えば身ぶ Dや表情左ど音声

高以外のことばの要素Kも配慮することが必要であろう O そうして、できるだけ生きた英語の使用

K近い援似場面が教室K設定され、その中で授業が展開されるのが望ましいと考える。

従米¥~語教育Ir.土、ことばの四能力 (Hearing， 8peakエng，Reading， Wri七ing)を学習者に

開発し、定潜させようと努めてきたが、さらKこれを総合する能力として n理解する能力n という

ものを考える時、ことは、K付随する要素が、それを支える不可欠なものとして浮び上がってくるの

である。

ζのように英語教育K沿いて、身ぶDや顔の表情といったものが、ほとんど考慮され在かフた原

因として、言語研究者のことばに対する考え方や態度を述べた次のよう左足義一人間がその思想、

をなかま K伝えるべく分節された音苧を用いてなこ左う表現活動(傍点1 藤田)@ーが影響

しているのでは左いた、ろうか。多かれ少在かれ、大多数の英語教育者のことばに対する考え方も、

それK似ていると言ってよいだろう O

本論tt¥ ことばの使用場恵比塊われる音声言語以外の要素に着服いそれを研究した言語学者や

文化人類学者の、二、三の理論を検討することによって、英語教授法のーっとして最近クローズア

ップされてきたドラマを使った指導 を支える理論面の考察K対する一助としようとするものである。
一也j
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1 .プロクセミクス (proxemics)

人類学者エドワード・ホーノレは1 長L/)間1 人間が如何K空間を利用し1 他者Kある種の事柄や合

図を伝達するかといった人間の空間に対する反応、の問題K強い関心を持ってきた。{皮は1 人間の個

人的左空間 (iをわばDや間合いなど〉を研究したが1 人間が空間をどのよう K恒2mするか{吃ついて、

栢互に関連する観察と理論!疋1 プロクセミクスという用語をj若いた。ホーノvは¥この学問を様準化

しようという試みから、多くの人間が使い分ける四つの空間 1)密接距離〈ユntimate distance) 

2) 1自体距離 (persona工 dis七ance) 3)社会距離 (sociaユd.is1じance) 4)公衆距雌(

pub工ic dis七ance)⑤を分類いさら(疋それぞれを¥近接相と遠方相(疋分けている。

1 )密接距離

@近接相

これは、恋人向志、どく親しい友人関係¥親子などがとるもので1 身体的接触、もしくは、非常

K近接した距離である。親しい11:15柄の男女Kとって、 ζの距離は、どく自然なものであるが、そう

でない場合にはとまどいが生ずる。密接距離では、 vcよるコミュニク--:/ョ yの占める役割が

きわめて小さく 1 コミュニケーγ ョン&i，他のチャンネノレ児とフてかわられる場合が多い。

@遠方相 (6"-'1 8インチ〉

手を握ったDすることができる距離ではあるが、二人のアメリカ人(男性大人)の間では受け入

れ難い距離である。混雑した地下鉄やエレベーターの中在どで、彼らが1 自動的1((， まわDの人(疋

触れ在いよう K身体を固くするというはっき Dとした行動の組員Ijが観察される。もい議長かに触れ

た場合には、引あ左たの場所K侵入してすみませんが、周囲の状況が許さないのです。もちろん、

私は、あ左たのプライパシーを尊重していますよo というよ， (f[身を引いた1J ì 触れたt~:i5分の筋

肉を緊張させた bする O また、乙の距離で(rii 相手を凝祝す乙ことは避けられる。

2) 1出f本距離

⑥近接相(1.5 ~ 2.5フィート〉

個人が習慣的K自分と他の人間との闘にとる距離で、この距離では、また、相手の手をつかんだ

夕、握手したDできる。蓑が夫の個体距離の中にいても 1 何ら不思議はないが1 別の女の人が ζの

距離帯K入ることは1 たぶん何かもくろみがあることを示し1 ゴシップゃうわさをうむこと Kもな

るO

③遠方柁(2. 5 "-' 4フィート〉

身体的支配の限界を示す距離で、この距離を ζえると、容易K相手に触れることはでき左〈左る。

乙の距離帯の中では個人的な議論をすることは可能であれ二人の人が道で出会うと、通常¥この

にとまって会話をかわす。この距離によって伝えられるメヅセージは、札私はあなたを寄せっ

けないでいる"から 私は他の客よ Dも少し近く Kあなたにいてもらうこと Kした。" というもの

Kまで及ぶ。

3)社会距離

@近接相 (4~ 7フィート〉
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一般K個人的でない用件を行なう距離である。ちょっとした社交上の集ま Dで見られた仏主婦

が修湾人や)吉良や記逮人との間でとる距離でもある。上役は、座っている社員(例えば、秘書や応

待係) I(C対する距離として、との距離を利用し1 何を語らずとも¥ 引 な前は俺のためlι鵠Jいている

のだ"という状況をつく D出し1 威圧l惑を与える。

⑤遠方相 (7"-'1 2フィート〉

この距離で行なわれる菜務上や社交上の対話は1 近接相で行左われるものよれやや形式ばった

性絡を帯びている。争体方の杭tは、社員をとの距離ノ市内K止めるのK充分左大きさがあム座って

いるだけで彼の地位を相手K感じさせることができる。この距離で重要左のは、会話が台乙左われ

ている間1 相手との視覚的接触を保つてなくととであ b¥ホーノレKよれば相手の自を受けとめそこ

なうととは1 相手を避け1 会話を滞らせること Kなるという.

社会距離(途方相〉の肯定的商は1 人を相互に縞離し保議することである。会社や事務所で1 応

待係がb しゃべ b をせずに仕~~を続けられるの/r:土\自分と訪問者の間陀この距離を保っているから

である0 ・日の仕事を終えた夫と萎が、家でぐっろいだ雰間気を味わえるのもとの距離Kよるもの

である。

4 )公衆距離

@近接相 (12，，-， 25フィート〉

社会距離から公衆距離へ移ると、個人相互のコミュニクーションK明白で重要左変化がなこる O

機敏在者は、何らメッセーヅそうけとっていない風を装うこともできるし、どく自然、Kその場面か

ら姿を消すことができる。

具体的Kζの距離は、教室を埋めた学生逆児対して教師が¥

れぞれとるものである O

(g)述ゴI]~:目 (2 5フィート以上〉

との会合の席上で社長治人そ

動物Kみられる逃走距離のように、政治家左ど公的K重要な人物の身の安全をはかるためK保た

れるi恒雄である。との距離では普通の声で話される意味のこまかいニュアンスや顔の表情のちょっ

とした動きが感じとれ在くな b、自然 K声その他あらゆるものを増幅し誇張しなければなら左い。

乙とばKよら在いコミュニグーションの大部分が身振bや姿勢[疋変わるO それVC加えて、話される

ことばはよ Dはっきりと発音され1 口調はゆっく 9Kな9，文体も変化する。たいていの俳優は、

気づいているが、彼らは、数世紀lモわたって1 観衆と舞台との|習のこの距離を別用して、多くの幻

想を生み出してきた。

とのよう Kして、ホーノレは、人間が自分のj笥l出にパーソナ J)ティの延長としてもつ距離帯を分類

した。 ζ ういう距離帯の存在やその差に対する意識は¥感覚の組識を異にする外国人との相互交流

を通じて1 一つの文化でのJi!li再任帯やそれK対する態度が、他の文化では全く異在っていることを知

るととによってはじめて待られるものである。との過程は1 外国語を学習する捺K，学習者が母国

語と外国語との差異を知ること Kよって母国語K対する関心を高めていく過程托共通するところが
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るるよう K居、える。

日本では¥国土が狭v4といった地理的条件もあってか、起きて半笠議て一盛といったように、生

きていくのK必要左きDぎDの広さで1 生活空間を考えていくとか、部屋を選択する場合(t(、南向

きといった具合K方向を亘要視するといフたよ主在感覚があふ。又、空間は話毒物の間の距離で、そ

の間Kはイ可も在いという西洋人の意識t'L対して、日本人は空間の形や秩序(ζ重姿在意味を見い出し、

生け花や庭障にbける石の配盤まど(f[jシける調和を追求している。

ホーノレの理論は1 このような笠間に対する認識(ζ加えて1 時前K対する態度の比較対照、という面

K ないても検討が加えられているが、人間相互の意芯伝達K占めているとの空間の意味論と時間の

意味論は1 英語教授に際して¥テキスト K出てくる人物の行動一怠滅的?をものだけで在〈

に行左われるものも含めてーを説明するのに大V:;(f[貢献するだろう。

ll.キネシクス (kinssics)

キネシクスは1 顔、の表情や身ぶD左どからだを使って行在われる伝達行動の科学医与えられてい

る名税iである。

現代の身ぶDのコミュニクーション研究は動物と人I1=¥Jの動きや表情といった伝達体系を扱ったダ

ークインの『人間と動物K Ì:ì'ける感情の表現~ (1 8 7 2年) (f[さかのぼると言われるが、身ぶD

コミ L ニクージョンという構造をもった行動分野の独立した科学的なJf究の併j始は1 バードウィッス

ノレの『キネ γクス入iヨヲ~(f[師、づけられる。しかい もっとi副主的Kキヰ γクス，研究の発展と関連し

ているのは、記述言語学者の理論的さらK方法論的進歩と、カメラ1 ス iコーモーシ当ン映写機など

最近自ざましい進歩を遂げている機憾の力であると忠われる。前者は、アメリカインヂィアyを主

左材料として1 その音声行動を鋭〈分析し研究していく中で他の植類の行動研究K刻しても使うこ

とのできるーヲのモデルを提供した。他方¥t走者は身体の動きを研究する目的で¥最初は静止'EJ兵

から行なわれたが、しだいK映画のように勤きを伴なうi決像が利用され、人向柑互の伝達行動K現

れる身体の動きの示す意味の綿密左研究へと進んできている。

さて、キヰ γクス研究を軌道にのせたバードウィッユノレl也、からだの動きや顔の表情カヘ学習さ

れコードイじされた体系をもち、体系的K整備されたー伝達の体系への貢献をしているというこっの面

K ないて、話しことばK匹敵する身ぶDの言語があると考え1 アメリカ人のキネシクス構造を余す

ところ在〈記述し分析しようとし，たO そして1 身体の行動を自然の社会的な状況の中で研究をして

いく中で1 いかに不連続左顔の表情("微笑"や帆しかめ面JJ )でも 1 いかに明示的左身振Dや姿

勢(" 5左づき"や H 軍隊式の藍立の姿勢"左ど〉といえども、いつも1 他の行動K依存し体系的

K変化する全く複雑な行動の部分であることがわかってきた。インブォーマント Kよって提供さ，れ

る身体の行動の構成分子の集合は、音声言語(f[:t~ける音素と[i'iJ機、それだけでは、機能的左言語行

動の中K加わることはできないものであ 9¥又1 そのような行動の意味K関しても 1 その行動K対

してすばやく反応する人もいれば1 複数の意味解釈の中からよ Dよい選択をしようとする人もいる

という情況の中で、語が持つ意味機能の可変性と同じ性質をもっと考えられたO 意味は、ここでも

-79-



孤立した事象とその掲盟の適当左スベクトノレの聞の関係をふ三なう手fj語として使用されている。

このようなキネ Vクス研究の過程でミ作業の手法として採用されたのは1 発話を中心とした資料

を検討し、皆様論や形態論、さらには語護素や統語陽銀の分離抽出と記述の方向へl向かうという構

た。パードウィッスルl昔、言語学の類推的なモデルを使って1 身ぶDを従属形

態 (boundmorph)として位置づけ1 それを構成する体の動きの知覚しうる最小単位〉や

kineme (手掛 Dの最小クラス〉、その被告した kinemorph(語幹+接辞K相当するものから成

る〉といった単f立を抽出し¥きらK俗、1 発詰K砕ける文K柑当するものまで考えている。分析のそ

れぞれのレペノレ氏ついては， kin吋 _ogy，kinemorphoユOgy，li:ineFlyn tax という領域を考え1

された身f牛の鈎き Kよ

i切な構造をiJJjらかκしようとしているG

をiごI.Jおして、彼v;1¥具体的K身体を1 顔を除いた首から j二の全{ヰヘ顔五 j雪百肩と胴

体再から腕と子首1 手首から先の手と指百ヒップと阿jとくるぶし百 くるぶしょ D下のよ色という八

つの部分-/iC分、けミそれぞれκついて数十の勤き K分銅し記号化している。そり表記法は踊 Dの保付

を、段階K分けてその有意味左形式を探究し1

I~rliか踊 D 古ご追いiこi杓たステップ(1，に分けて記号化するや l:J jJ と似ているG ザリえf式顔ltL::lHrJるkin8の一例として1

まl&D!iじ心上げ下げは l主T/¥〉という凪.lVc記号で表わされている O 文、まゆ毛が百ある種のコンテクス

トドζ恥いてあがれ組IAlj寺ilclJそれが継続した後vc.， ゼロ地点す主:わち基本位置Kもどるという動き

、
在
守

川

ω
いう記坊で表わされる klnemeのallOjune(とれも al工omorpI1

のよう(!C..~訟白;ぃ κ長室き換えられる樺誕のものJ のーっとして作用する。とのまゆ毛む上げ下げ付、三

コ~/テタスト陀砕けるメ\l' -I!ージの繰 D返しを要求する音声K恥ける上弁調のイ y ト

ネ… V 宵 yにあた1J業i畿の発話の隠れこは1 しばしば1 ζの両者がドi時打:起こる Q こういっ

キネ夏、。研究liejシいでよく見られるととで九身ぷ bがち記iしと tばも含めた全体的在行動の

にj:JVC位置づけられるのはどく自然、である。

8'1.在1 キネシクス研究は1 異なってはいるが密接K関連したこつの方向K進んでいる。す左わち¥

伝達的;1:身ぶD行動の意味ある形態を分離させようとする試みが行なわれる一方、別の方面では、

そういう形態が機能するコンテクストの諸レベルの性質Kついての見通しを得ょうという試みがあ

るO 後者のイi'fミ莱に1:¥最終的K意味と関連し1 コンテクスト分析(conじextanaユysユθ)という街

訴で呼ばれている。との分析法(!C沿いて1 意味(r;;t， コンテクストのある特定レベノレで、

bの制限Kよって引き起とされる行動の相違であるとされ1 特定の手掛bの意、味範聞は1 その手掛

bの発生Eが機態されうるコンテクストの範聞に支配されると考えられる。シェアレY は¥ I心理療法

の立場から、府間の:状況をできるだけ限定した部屋の中でこの分析研究を進め1 二人の個人間相互

K行なわれるコ守ュニクーションK特徴的?な単位を分離したと報告している。数分間という伝達行

動のi!.l~統払とれ (ζ よって、統的杓 7注文や個々のキネ Vタ λ を構成しているものと|叶じようにi替造

的に示されることが約束され、コ yテクストの比較対照に:かける特定の伝達e要素の機能を客観的に

測る好奇詰性を大きくしている。

この舶の方法としては1 ゴタフマ Y 左どが、 在社会的状況に;T--Iずる儲人l首相瓦の行動の構造
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的な論理を体系的K記述しようとしている。

以上、バードクィ y スノレを中心としたキネシク λ 研究を概観してきたわけだが、いくつか問題点

をあげてみたい。まず1 人間の身体の動きを全体{ζわたって詳細K記述しようとしているため(1(，¥

分類がこまかく 1 記号の数も非常に多く在っている ζ とだ。 研究の歴史がまだ浅いせ加もあるので、

とれから研究が進むKつれて表記法K改良が加えられ1 数の上でも整理統合されるJijIJ](fC向か Dだ

ろう O 問題~'Ì'\むしろ、キネシクスの研究方法が、構造主義言語学のモデノレをそっく D そのままと

D入れているところにあると思う。音声と身ぶDを相互に関連があるからといって1 質的K等価在

ものと見左して、学問の対象としたのは妥当だろうか。身ぶj)(I[" いわφる言;活κ見られる一次元

的線状性や1 二重分節性(意味のレベノレと音声のレベノレ〉といった特徴をI司じように見い出せるの

か。場面K対する依存度の決定的在相違ともあわせて、 ζの両者をi司じ次元で論ずることは1 無理

であるよう K思える。今後は、シエフレンの研

で、音声と関連させ左がら1 キネシエクス構造の解明を屈指すという方向が有望視されるO

国.パイクの理論

先 Kあげた文化人類学者らとならんで、言語と非言語を統合した形で、人間

言語学者Kクネス・パイクがいる。

を考えた

彼I'I"人間の自的をもったすべての行動は構造をもって二T"i:J 、そのような活動のすべてKわたフ

である種の基本的左特徴が共通していて、その結呆として、人間行動の構造のあらゆる種類の研究

にわたって例外なくその理論と研究方法を発展させることができゐはずだという問題と取D組んだ。

もしそうであれば、理想として、一つの基本的左構造理論と術語の集合と方法論が、

行動やスポーツ、さらK思考過程そのものの分析K適用されるだろうと考えた彼は、巡っかの概念

を提唱した。

まず、 u 波"(wave) と引分子 (particユりという概念であるのあらゆる人間行動の分析

をする際(1("我々は、行動が動きの止まら7まい物理的連続体であるという事笑と、あたかもそれが

不連続ないくつかのまとま j)(fC分かれているかのよう K、人間があ、互いの行動K反応するという事

実とを考慮しなければならない。帆工区nowJohn."という文を発するi祭K、いかなる昔の間lf(ζも

句切Dがないように1 又1 指J軍者のエタクトのi笠きが連続的であるよう VC"人間のすべての自的ある

行劫単位にも連続体をj泌す物理的基盤があるO

次K注意 1'なければならないのは、とういう述続体は¥安定して揺れ動か在いものではなしそ

こには1 行動のいくつかの日波 JJ があるということだ。潮の干満、上下の動き 1 安定した状態から

変化の状態への訪きなどの物理的な放が1 人間の諸行以)のにjコKある。どく小さな波カヘしだいK大

き;を波 tとなっていくのと!可様K\-1i~îの子音や母音は\よ D 大きな音節 l疋組み込まれ\目の勤きは、

顔の表情の流れの中へと入ヮていく O

しかし左がら、 E重要なのは、人々が自分逮む文化む中の行WjJ(fC反応するのは、争、そらく行劫が非

連続的な部分から成る~~統体であることを無意蔽，のうちK理解しているからと h うことで\行動す

る'Wjjb"それを受け取る側弘行説の波の間の移行状態Kは、ほとんど関心を示さない。 ζ ういう
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わけで1 人間行動の純粋K物理的な分析は1 波から成るものとしてその分析が行7なわれるかもしれ

ないが1 人間行動の文化的左分析は1 不連続在行動実体としての分子から成るものとして研究さ札

るO パイクの理論は1 物理的な基盤を把握しながら、行動をよ D小さく不連続な単位陀よって構造

化するという形で1 この両面を統合しようとするものである。術語としては、自然相の記述ー他

のコードの意味単位を外面的K眺めて区切Dをつけるーを自指す方向を日エティック )J (etic) 

とl呼u，文化相の記述ーそのコードの意味単位を内部から見て区切Dをつけるーを目指す方向

を日エミック" (emic) と呼んだo エティック" V.， エミック M という用語は、両方とも1 アメ

リカ構造言語学になける phone七ics，phOn6mエcs という言語音声を研究する学問名の応用であ

.!?，それが文化的な事象一般の研究Kまで拡張されたものである O そして1 行動の不連続な分子に

は eme 又は 8mエC 1はなit)Jという名称が与えられた。そのーっとして考え出されたのが m行

動素刀 (behavioreme)⑥であるo

日行動素"は¥行為者が意識的K注意をはらった D¥ 目的を自覚しながら行なうよう左1 階層的

在構造をもった行動の単位として定義され¥具体的Kその典型的左ものとしてパイクが挙げている

のは¥プットポーノレの試合、教会に沿ける礼拝式1 詩の朗読、家庭での朝食などである。このよう

左例に見られるよう VL¥行動素(r.i，非言語的な事象や言語的な事象1 又、両者の複合された事象か

ら構成されるが、バイクが1 重要在意味をもつものとして見ているのは1 最後のタイプである。そ

して1 そのよう在言語的行動と非言語的行動の荷者が結合している行動{也、言語学者7をけでも1 文

化人類学者だけでも1 その分析をする ζ とができ左い。例えば¥歌を歌い左がらことばを順番K抜

いていく歌遊びを考えてみよう O 帆大きなく Dの木の下で・・とく D返して歌っていく中で大

きな"という語をぬいて、そのかわ.!?&L手を広げる動作をした.!?¥ 日木"という語を戸(1[Iおさずに、

それを両腕をまっすぐ上K上げる動作(ζ変えたDするO 最後にir::t，歌全体が動作K置き換えられる

のであるが、このよう在行動を、言語的な要素と非言語的主要素という風[ベこ別々 (ζ記述しでも1 一

つの行動の単位としてはうまく説明するととができ左い。そこでパイクは人間行動の構造の統合理

論として1 言語的な事象と非言語的在事象の統合を強調するのであるυ

彼ti、さら[疋行動業"を三つの下位範m露に分け1 それを、 manユiestationmode， iea-

ture mode， disむributionmode という名称で呼んでいる。大ざっばK言ってこれらは1 それ

ぞれ¥従来の音韻論¥形態論1 統語論が取D扱っているレベル(1[相当すると考えられるが1 呉なっ

ている点は、従来の3理論が音韻論→形態論→統語論という形の整然とした一つの流れの中で理論が

展開するのK対して、バイクの理論{也、物理的基盤をもった三つのmodeが¥それぞれに、有機的

方:関連をもった形でー滞然一体となって一つのエミック単位を構成している。公式的Kは、ーヲのエ

ミック単位のmodeの特徴の表出は、次のように警かれる。

D 

百 emic unit 

F iea七ur6mode 

M manii8S七ationmode 

:0 dis七ribu七ionmode 

F 

U M 

円/一円。



ζの公式は1 と非言語行動の両方{I(ζ、等しく適用することができるものとしてパイタの

理論の中で定式化されてかれ具体的KとDあげられた1 朝食などの;場面VC公ける会話の中K含ま

れることばや動作の分析は¥このような理論を基礎として¥行在われているのである。

マリノアスキーが1 狩猟や漂妨や農耕といった活動の中でのことばと動作の関係{引泣ける日 con-

七θx七 of si七ua七ion の重要性を強調して以来①1 アアースなど何人かの研究者が山市行動と

の関連Kついて研究を進めてきたが1 具体的K理論を展開しーたという点で1 このバイク

の業績は大き在位置を占めていると言える O

fy. ドラマ Kよる非言語伝達の位置づけ

先の章でと Dあげられた三つの理論を踏まえた上で.¥ の中氏ことはの非T::.n}[j伝達的側面

を有効K位置づける手段として¥ トやラマが考えられるO ト会ラマといっても、舞台の.1こで大道具など

も使ってやるというようを本格的なものではなし教室の中で会話や劇の教材の指導をする際K¥

ちょっとした身ぶDをことばに添えて1 よD尖i祭の発話場i立i11[;近い情況の111で、英語の授業を展開

させようというものでるる。場面にあった自然左ことばにしようとすふため花、学習者は1 必然的

1((，¥発音を何度もく D返し練宮して、できるだけととばを自分のものKしなければ在らないという

過程を要求される。内容の理解の度合(rl¥先汗されたこと，ばとそれにつけ加えられた動作Kよって、

教授者がテェックできるということ Kなる。

このようなドラマ Kよる指導の長所を幾つかあげてみると 1 まず、会話の進行のI=IJで学習される

ものが1 単 (ζ論理的在意味だけでなく、 JL、理的在意味も含めた平副や3とであるとい 5ことである。

さらに\意味的問到達のある文が対話の i十二i でや D と D されるので1 その r!~.\ vc含まれる文型や文法事

項の記憶が容易になる。第二K音を反復して練習する中で、正しい他々の音の発音K力11えて、外国

語学習者κとって学習することが難しい強勢や音調といったかぶせ音素の学習が促進される一方亡、

英語らしいリズムというようなものも身代ヲけることができるだろう O 第三氏、これが、 free

conversatioロへの一つのステッフ Kなるということだ。 暗記しているものを何度も仁l/i(出すこ

の過程で'tl'¥ U 何を話せ(ぜいいか?"といった話す内容iてついての心理的抑圧が1 ある程度i白]立ごさ

れるので、この段階を何度か踏み、 としての英語をある程度獲得できれば、f'reθ

conversationへの移行は¥割合¥スムーズにいくよう (ζ思われる。第四花、内容の読み取、 !Jvc

捺して大きな手助けとなることがあげられよう。せDふと動作が一体となって展開する会話や劇を

経験する中で、文章の中K出てくる登場人物のことは、使い1 表情や身ぶ !J¥ I司合いのと D方などK

も注意が1(1)き、その人物の性格や癖などを理解する手掛 Dになるだろう O 最後(ぺこ1 従来の英語学習

の際K見られた朗読調の英語やただ単KくD返される文型練習が学習者に受動的在学習姿勢を作b

出したのK比べて¥この方法は、はるかK学習者の恕{象力を刺激したD興味をひき出したbするこ

とができ、授業は活気ある展開を示すだろう。

問題点としては1 教材としてと Dあげる内容(ζ片寄Dができて¥文法j]{jでの不備がでてくる可能

性があることふ授莱の形態に幾分変化が起こることでらゐ。 は、.教材の選択にあたって、充

分にその文法的内容を検討し1 それを適切K選択・配置することによって、解決されるだろう O 又1
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後者Kついては¥黒板を背托した教授者とそれK相対する学習者という授業風景が一変して1 教授

者が学習者の11コK一緒K入るという形で授業が進められ1 言ってみれば対話や援Ijを演ずる側とそれ

を観る側という分ーかれ方K在る。教授者の役割としては1 その指導・助言が中心K左るだろう O

ことばを、純粋K言語的左側面とそれを支える非言語的側面の総合されたものζのよう Kして1

ζれまで1 盛ん(疋主張されてきた言語教育Kなける言語活動として捉え指導していくこと Kよ9¥

さらに一歩前進し、限られた時間の中で行左われる英語教育の効率が高まるとと lになれの重視が1

ば幸いである。

〔注〕

① 『中学校学習指導要領 JI (文部省)

『高等学校学習指導要領・外国語編 JI (文部省)

西江雅之「ととば・言語・文化J!I伝統と現代』第 45号(伝統と現代社〉昭和 52年

〈三省堂)昭和 47年 2 5ページ小林英夫『言語学通論』

『英語教育』第 26巻第 5号(大修館〉に英語指導と劇、最IJイヒの特集がある。

訳語は日高敏高・佐藤信行共訳の『かくれた次元 JIVCよる。

この単位 (ζ対する術語としては\ナーテソレカ~<< behavior cycユe を用いているo

Maユinowski，B， ミ The Pro1コユemof Meaning in Primitive Languages'. 

②

③

④

⑤
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